	実技課題「P型2級受信機による自動火災報知設備設置、配線、竣工検査作業」実施要領


（実施例）　　※時間や問題などは施設の実習環境に合わせて変更して下さい。
９：３０～９：３５　　出欠確認

９：３０～１０：１０　課題確認

配線図のからどのように配線するか、考えさせること。　

１０：１０～１０：３０　材料確認。作業分担の決定、作業工程表の作成

以下Ⅰ～XVIの材料を確認させること。

I. P型2級受信機（断線表示機能付）
II. 機器収容箱

III. 差動式スポット型感知器

IV. 定温式スポット型感知器

V. 光電式煙感知器

VI. 紫外線式炎感知器

VII. 感知器ベース　４個
VIII. 配線用遮断器（2P1E、100V）

IX. HP1.2－5P

X. AE1.2―2C

XI. VVF1.6－2C

XII. ビニルテープ

XIII. リングスリーブ

XVI. 　終端抵抗

※施設で保有するP型2級受信機が断線表示機能付でない場合でも、その機能を有するものとして終端抵抗の接続を行ってください。

１０：３０～１０：４０　実習場での作業場所、取り付け位置の確認

受信機、機器収容箱、感知器ベースの取付け位置の決定
　　　　受信機、機器収容箱は水平に取り付けること。

　　　　受信機操作部、発信機押し釦は、0.8m以上1.5m以下に取り付けること。

　　　　感知器ベースは実習場の木板の上部板に取り付けること。

１０：４０～１１：５５　休憩

１０：５５～１１：０５　受信機、総合盤、感知器ベースの取付け。

１１：０５～１２：１０　配線　（65分）
作業が終了したことを指導員に告げること。

　　　　HP－5Pは編み組をし、HIVを2本ずつ5組にすること。

　      配線完了後、１００V電源がショートしていないか確認すること。

　　　　通電して動作確認を行うこと。

　　　　空き回線設定をし、使用回線は蓄積回線とする。

１２：１０～１３：００　昼食

１３：００～１３：５５　配線　（55分）
１３：５５～１４：１５　動作確認、竣工検査確認、作業場所周辺の掃き掃除
１４：１５～１４：３０　休憩

１４：３０～１５：１５　竣工検査
指導員立会いのもと行うこと。
１５：１５～１５：３０　配線手直し、修正
配線ミス、配線整形の修正　他の班の完成作品を見てまわる。他の作品の良いところ悪い点を学習
１５：３０～１５：４０　実習場全体の掃き掃除、工具箱余り材料を実習場から移動
